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３ 消費地からのホットニュース、トピックス 

 

① 園芸産地拡大マーケティング戦略支援事業の展開 

 

 本県では、園芸産地拡大と競争力のある産地をめざして、２００４～２００６年度の３

年間で園芸作物総生産額１，０００億円突破の目標をかかげ、上記事業を推進してい

る。 

着々と進行する水田畑地化事業を効果的に活用しながら、消費者ニーズに対応し

たブランド産地の育成には、いま、マーケティング活動がキーワードである。 

そこで、マーケティング調査の方法や事例を紹介する。 

 

「マーケット」というのはお客さんの集まりである。 

そのお客さんもいろいろで、いまは買ってくれないお客さん、これから先買ってくれ

るかも知れないお客さん、そして日ごろ買ってくれているお客さん ・ ・ ・ これらの

お客さんを全部集めて「マーケット」というのだそうだ。 

 

この、いろいろなお客さんの中から、ベストなパートナー関係を作るとしたら、どんな

方法があるか、いま、お客さんづくりのためのマーケティング戦略が注目されている。 

 

さて、お客さんづくりのマーケティングは、従来、生産問題にポイントをおき、量販に

よる売上増と利益獲得を目標にして進めた傾向があったが、いまは、①消費者を生

産活動の中心と考え、②ニーズを要約することにポイントを置いて、③消費者との間

に満足を共有するという、お客さまありきからの出発となっている。 

食の縮小時代とか海外生産物の輸入増がとりざたされる今日であることから、今

後、ますます奪い合うマーケットに変化して行くことを考えれば、お客さんに喜んでも

らえるものづくりとか、それらを通した相互の理解や信頼関係が明暗を分けるかもし

れないのである。 

 

実は、カルビー（株）のポテトチップスが１５年のロングセラー商品として業界から表

彰されたそうであるが、これは、新じゃがシーズンとオフシーズンとの品質差で消費者

の評価が得られていなかったことがわかり、周年的に高い品質を維持するためには、

①「ポテトチップスは生鮮食品である」というコンセプトを設定。②そのために次の改

革に着手。やがて先発の「かっぱえびせん」をこえる NO.１ブランドへの成長が認めら

れたからであった。 

(1)事前発注製造方法で在庫滞留をなくし、製造年月日（当時の業界は否定的）

を明記 
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(2)窒素充填包装を導入し油の酸化を防止 

(3)五層アルミフィルムラッピング導入 

(4)製造合理標準化によるコスト削減で削減分はお客さんに還元 

 

さて、マーケティング戦略の出発点。下記の様式は調査方法の一事例である。 

（元 博報堂、鈴木氏による） 

 

 

Ａ．市場環境分析             B．市場調査           C．市場実験 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部資料分析 

外部資料分析 
１．政府・官公庁・地方自治体の資料統計 

２．経済団体・業界団体の調査資料 

３．大学・公約調査機関・研究所の調査資料

４．調査会社・コンサルティング会社の資料 

５．各種データベース・サービス 

６．銀行・一般企業・マス４媒体など調査資料

７．新聞記事・雑誌記事 

８．一般書籍・専門書籍論文 

１．財務諸表 

２．販売実績データ 

３．顧客管理データ 

４．営業活動報告資料 

５．自社実施の過去の調査資料 

質問法 

観察法 

１．個人面接法 
２．郵送法 

３．留置法 

４．電話法 

５．集合面接法（グループインタビュー） 

１．組織的観察法 
 

２．自由観察法 

  （タウン・ウォッチング等） 

 

テスト・ 
マーケティング 

店内・店頭調査 
街頭調査 
訪問調査 

店内・店頭調査 
街頭調査 
訪問調査 

マーケティング調査 

マーケット調査 
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